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D部門 
英文論文誌 
創刊号が 

2012年7月1日に 
発行されました。 

隔月に 
発行しています。 
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【電子投稿・査読システムの構成】 
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論文誌A

共通英文論文誌（TEEE A）

論文誌B

共通英文論文誌（TEEE B）

論文誌C

電子投稿・査読システム 共通英文論文誌（TEEE C）

論文誌D

英文論文誌D

共通英文論文誌（TEEE D）

論文誌E

共通英文論文誌（TEEE E）



J-STAGEのホームページ（ Japanese）から、 
オープンアクセスで論文をダウンロードできる。 
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J-STAGEのホームページ（English)から、 
オープンアクセスで論文をダウンロードできる。 
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Ｄ部門 論文投稿・掲載件数の推移 

論
文
件
数 

年 

掲載 

投稿 

平成２４年 
投稿２９４ 
掲載１７７（うち英文論文誌D ４０） 
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Ｄ部門 
論文掲載までの所要月数 

掲
載
数 

H20 6.7ヶ月 

H21 6.3ヶ月 

H22 6.1ヶ月 

H19 7.1ヶ月 

H18 8.3ヶ月 

H17 8.7ヶ月 

H16 8.3ヶ月 

H23 5.8ヶ月 

平成２４年 
Ａ部門：５.６ヶ月 
Ｂ部門：５.３ヶ月 
Ｃ部門：５.８ヶ月 
Ｄ部門：６.４ヶ月 
英文Ｄ：４.９ヶ月 
Ｅ部門：４.６ヶ月 

H24 6.4ヶ月 

英文D H24 4.9ヶ月 
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２．なぜ今英文論文誌なのか 
• グローバル化が進んでいる⇒情報発信は英語で！ 
• IEEEとの差別化⇒①電気学会の査読基準（有用性、オリ

ジナリティ、新規性）、②きめ細かい査読プロセス、③短
い査読期間 

• 当初はIEEEとのレベル差は受け入れる⇒3年間は頑張る 
 
海外からの検索が容易になり、アジアからの投稿も増加す
るはず。 
そのために： ＳＣＩ登録（インパクトファクター）を目指す（3年後） 

– SCI (Science Citation Index expand) 
– トムソンロイター社の学術雑誌データベース 

– サイテーション・インデックス（引用索引）による論文誌評価 
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インパクトファクターとは 
• SCIに登録された雑誌で、評価する年の前の2年間に参考文

献として引用された数値の平均値。 
• 2009年のインパクトファクター例 

– A＝2007年、2008年に雑誌Pに掲載された論文が2009年中に引用され
た回数 
B＝2007年、2008年に雑誌Pが掲載した論文数 
雑誌Pの2009年のインパクトファクター＝A／B  

• 同一分野間では論文誌の評価指標となりうる 
– 分野、文化の異なる論文間では比較困難 

• Bestの指標では無いかも知れないが、Betterな指標 
• 電気学会共通英文論文誌：ＳＣＩ登録済み 

– ＪｏｈｎＷｅｉｌｅｙ社との契約、論文数の制限 
• 部門誌（和文）：過去に登録申請したが、不採用 

– Thomson Reuterは英文論文誌を強く勧めている 
• 電子出版だとリンクを張ってくれる 
• 実績作りが必要だが登録は特に難しくない 
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３．実例紹介 
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電子情報通信学会 

電気学会 

実例紹介 

電気学会 
共通英文論文誌 

Impact Factor
は0.2～0.4 
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（事例紹介）電子情報通信学会では 
 
・１９９１年から、４部門誌とも、邦文論文誌と完全
併行で、英文論文誌を発行。 
・１９９７年から、４部門誌ともSCI登録。 
・１９９９年から、電子ジャーナル発行。 
・２００１年頃から、邦文論文誌の頁数より英文論文
誌の頁数が上回る。現在は、２～３倍の頁数になっ
ている。 
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D部門英文論文誌に投稿のメリット  
・掲載された論文は世界の読者に広く読まれ，研究
成果の普及が期待できます。 
   
・現在のところ，電子出版による無料ダウンロードが
可能ですので，掲載論文は多くの読者に読まれます。 
   
・和文論文に比べ，IEEE等の海外の論文誌や国際
会議の発表論文等への引用が行いやすくなります。 
  
・和文論文誌と同一のスタイルファイル（フォーマッ
ト）で執筆が可能です。 
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論文の積極的な引用をお願いいたします。 
  
メリット： 
 Open Access Journalですので、どなたでも簡
単にダウンロードして引用することができます。 
IPEC, LDIAやIEEE, EPEなどの国際会議や論文
誌論文の執筆の際に、和文論文を引用すること
は困難ですが、本論文誌の論文は問題なく引用
することができます。 
 今後も、質の高いReview PaperやTechnical 
Paperが掲載される予定です。 
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引用例 
Thomas Friedli, Johann W. Kolar, “Milestones in Matrix Converter 
Research,” IEEJ Journal of Industry Applications, vol. 1, no. 1, 
pp.2-14, 2012. 
Seung-Ki Sul, Sungmin Kim, “Sensorless Control of IPMSM: Past, 
Present, and Future,” IEEJ Journal of Industry Applications, vol. 1, 
no. 1, pp.15-23, 2012. 
Shih-Chin Yang, Robert D. Lorenz, “Concurrent Designs of 
Surface Permanent Magnet Machines for Self-Sensing Position 
Estimation and Power-Conversion,” IEEJ Journal of Industry 
Applications, vol. 1, no. 1, pp.24-30, 2012. 
．．． 
（例えば、IPECにて上のように引用できます） 

17 



• 掲載決定後に、JJAP（応用物理学会）と同様に、
論文（本文）のネイティブチェックを、有料で
（選択制）で行える。 

 
実例 
• Service: スタンダード英文校正 
• Priority: Medium Speed 
• 本文の単語数: 6,449（７頁半程度、ワードに

テキストファイルを挿入する） 
• 料金: 約33,857円 
• 納期：約１週間 
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特集号について 

・2012年7月号：パワーエレクトロニクス特集号 
・2012年11月号：モータドライブ特集号 
・2013年 1月号：モーションコントロール特集号 
・2013年7月号：パワーエレクトロニクス特集号 
・2013年 11月号：回転機特集号 
・2014年 1月号：モーションコントロール特集号 
・2014年3月号：モータドライブ特集号 
・2014年7月号：パワーエレクトロニクス特集号（案） 
・2014年 11月号：回転機特集号（案） 
・2015年 1月号：モーションコントロール特集号（案） 
・2015年3月号：モータドライブ特集号（案） 
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◆特集号の論文募集（案）◆  
IEEJ Journal of Industry Applications（電気学会英文論文誌D） 

Tentative Special Issue on Power Electronics 
（ 2014年7月号「パワーエレクトロニクス」特集（案）） 

・半導体電力変換研究会での発表論文に限らず，広く
パワーエレクトロニクスに関する特集論文 
・また，「Korea-Japan Technical Workshop on 
Semiconductor Power converter」の中から特集論文に
投稿も是非お願いします。 
・併せて，パワーエレクトロニクスの分野で活躍している
国内外の研究者から特集論文を投稿をお願いします。 
 
・投稿締切：平成24年（2013年）11月末頃（案） 
・特集号エディタ：森實先生（大阪工大） 
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英文論文誌論文委員会体制 
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D6 

役職 氏名 所属 

主 査 横山智紀  東京電機大学 

副主査 藤田英明 東京工業大学 

幹 事 芳賀 仁 長岡技術科学大学 

〃 未定 未定 

D7 

役職 氏名 所属 

主 査 柴田昌明  成蹊大学 

副主査 藤本康孝 横浜国立大学 

幹 事 石川 潤 東京電機大学 

〃 残間忠直 千葉大学 

D8 

役職 氏名 所属 

主 査 久保田寿夫  明治大学 

副主査 小坂 卓 名古屋工業大学 

幹 事 近藤圭一郎 千葉大学 

〃 真田 雅之 大阪府立大学 

〃 鳥羽 章夫 富士電機 

英文論文誌編修長 
大石 潔（長岡技術科学大学） 

広報・HP担当委員 
元井直樹（横浜国立大学） 

横倉勇希（長岡技術科学大学） 



４．ロードマップ 
 

１．目標：３年後に、ＳＣＩ登録！ 
 
２．何年後に、Ｘ day （英文論文数＞和文論文数） 
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５．まとめ 
 

電気学会D部門英文論文誌 
を、世界のどこでも、 

誰でもいつでも、 
読まれるようにしましょう！ 
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